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【
一
】
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。（
１
～
９
は
段
落
番
号
を
示
す
） 

 

問
題
文
は
著
作
権
の
関
係
で
掲
載
し
ま
せ
ん
。 

  

問
一
、
文
中
の
傍
線 

 

①
～
⑤
に
つ
い
て
、
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
、
漢
字
を
平
が
な
に
改
め
よ
。 

問
二
、
文
中
の 

 

Ⅰ 

～ 

Ⅲ 

に
入
る
最
も
適
切
な
言
葉
を
、
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
記
号
で 

答
え
よ
。 

ア 

あ
る
い
は 

 
 

イ 

し
か
も 

 
 

ウ 

た
だ
し 

 
 

エ 

と
は
い
え 

 

オ 

す
る
と 

問
三
、
文
中
の
傍
線 

 

１
の
理
由
を
、
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
三
十
五
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。 

問
四
、
文
中
の
傍
線 

 

２
は
、
室
町
時
代
に
能
を
大
成
し
た
世
阿
弥
が
、
能
楽
論
書
『
花
鏡
』
で
述
べ
た
言 

葉
で
あ
る
。
次
の
文
の
（ 

Ａ 

）
～
（ 

Ｄ 

）
に
入
る
最
も
適
し
た
言
葉
を
本
文
中
よ
り
二
字
で
探
し
、

文
を
完
成
さ
せ
よ
。 

 

「
離
見
の
見
」
と
は
、
役
者
が
自
ら
の
（ 

Ａ 

）
を
離
れ
、
（ 
Ｂ 

）
の
立
場
の
目
線
を
持
ち
、 

あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
自
身
の
（ 

Ｃ 

）
を
見
る
（ 

Ｄ 

）
の
こ
と
を
い
う
。 

問
五
、
文
中
の
傍
線 

 

３
に
つ
い
て
、
筆
者
の
言
う
「
演
劇
的
身
体
」
に
つ
い
て
十
五
字
以
内
で
抜
き
出
し 

答
え
よ
。 

問
六
、
文
中
の
傍
線 

 

４
に
あ
る
「
張
り
」
を
、
文
中
の
ほ
か
の
言
葉
で
言
い
換
え
よ
。 

問
七
、
本
文
の
内
容
と
一
致
し
な
い
文
を
、
次
の
ア
～
オ
よ
り
す
べ
て
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

 
  
  
 

ア 

演
劇
は
、
相
手
に
向
か
う
身
体
の
構
え
を
稽
古
に
よ
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養
う
た
め
の
最
高
の
技
術
で
あ
る
。 

 
 
 

イ 

人
は
、
仕
事
モ
ー
ド
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
モ
ー
ド
の
切
り
替
え
が
で
き
な
い
限
り
、
し
な
や
か
な
コ 

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 
 
 

ウ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を
望
む
な
ら
、
気
を
外
に
放
ち
、
周
り
を
活
性
化
さ
せ
、
エ
ネ 

ル
ギ
ー
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

 
 
 

エ 

い
つ
も
身
体
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
充
ち
て
い
な
け
れ
ば
、
他
者
の
視
線
に
負
け
て
、
本
当
の
自
分
で 

 
 
 
 
 

い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 
 
 

オ 

子
ど
も
の
頃
に
自
分
の
全
部
を
ぶ
つ
け
る
稽
古
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
で
、
能
の
本
番
の
舞
台
で
も 

 
 
 
 
 

力
一
杯
の
状
態
で
演
ず
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
る
。 



2 
 

【
二
】
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。（
１
～
17

は
段
落
番
号
を
示
す
） 

 

問
題
文
は
著
作
権
の
関
係
で
掲
載
し
ま
せ
ん 

  

問
一
、
文
中
の
傍
線 

 
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
改
め
よ
。 

問
二
、
文
中
の 

 

Ⅰ 

～ 
Ⅲ 
に
入
る
最
も
適
切
な
言
葉
を
、
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
記
号
で 

答
え
よ
。 

ア 

と
こ
ろ
で 

 
 

イ 

し
か
し 

 
 

ウ 

あ
る
い
は 

 
 

エ 

そ
し
て 

 

オ 

た
と
え
ば 

問
三
、
文
中
の 

Ａ 

に
入
る
最
も
適
切
な
言
葉
を
、
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
よ
。 

 
 
 

ア 

協
調
的 

 
 

イ 

経
済
的 

  

ウ 

概
念
的 

 
 

エ 

排
他
的 

 
 

オ 

融
和
的 

問
四
、
文
中
の
傍
線 

 

１
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
言
葉
を
す
べ
て
抜
き
出
せ
。 

問
五
、
文
中
の
傍
線 

 

２
と
は
ど
の
よ
う
な
言
葉
の
こ
と
を
言
う
の
か
。
文
中
か
ら
三
十
一
字
で
抜
き
出
し

最
初
と
最
後
の
三
字
で
答
え
よ
。 

問
六
、
文
中
の
傍
線 

 

３
「
お
な
じ
思
い
」
を
説
明
し
て
い
る
言
葉
を
文
中
か
ら
抜
き
出
せ
。 

問
七
、
文
中
の
傍
線 

 

４
と
同
じ
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
語
句
を
、
７
段
落
か
ら
十
五
字
で
抜
き
出
せ
。 

問
八
、
文
中
の
傍
線 

 

５
「
も
ち
あ
う
」
の
意
味
を
、
国
境
・
概
念
の
言
葉
を
用
い
て
十
五
字
以
内
で
、「
と

い
う
こ
と
」
に
続
く
よ
う
に
説
明
せ
よ
。 

問
九
、
宮
沢
賢
治
の
作
品
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
す
べ
て
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

 
 
 

ア 

セ
ロ
ひ
き
の
ゴ
ー
シ
ュ 

 

イ 

銀
河
鉄
道
の
夜 
 

ウ 

お
ら
が
春 

 
 

エ 

注
文
の
多
い
料
理
店 

 
 

オ 

か
ら
た
ち
の
花 

 


